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「土木と哲学」

みなさまと考えていきたい
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自然のしくみ

土 木 哲 学

最高の学問
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☜国東高校様からの依頼があり、

弊社女性社員が、土木の仕事・魅力

について、お話させていただきました。

☝安岐中学校で出前授業を行いました。
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学校・医学と同じで

ビジネス化とは
違う位置づけが

必要だったのかも…

最も優秀な人たち
が集まるべき職業

優秀な人たちが

上の立場にも
現場にも必要

土木には…

『 』『 』をしていくのみ
…それがまかり通らない限り、土木は良くなっていかない。
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自然の営みを遮断し、工事が無事に安心して出来るため

の仮設工がメイン(主体)。

ここに膨大な仮設費と研究費とかけて、前進してきた。

仕事をしやすくしていくために、自然の流れを止める

しかなかった。

土木の現状

未来に向けて、果たしてこれでよかったのか…
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<原 稔明様>
<合田良實様>

◆三島由紀夫「沈める滝」より

ダム工事の行われる地点は、大てい純潔で自然で、

風光は極めて美しい。その自然の肉に、コンクリート

と鉄の異物が押し込まれ、自然の永い苦痛が始まる。

(今から60年前の本)

◆合田良實様「土木と文明」

ダム建設の推進派はダムの効用のみを主張し、反対派

は問題点ばかりを指摘するきらいがあり、議論は必ず

しもかみ合っていない。(今から30年前の本)



その解決が三浦梅園さんの哲学とみている

土木を、地球を、人間を、生き物を、

心地よくしていく哲学

自然の仕組みが
人間の先生である

恕(じょ)：人を思いやる心
が大切である

相反するモノは
二つで一つである

三浦梅園さん 麻田剛立さん(クレーター・アサダ/月にあるクレーター)

高橋至時(よしとき)さん…麻田剛立に天文暦学を学ぶ

伊能忠敬さん…高橋至時の門下生

…人間模様…
友人関係

師弟関係

師弟関係
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慈悲無盡田（じひむじんでん）
生活に余裕があれば、モノを出し合う仕組み。
お米を出す人、野菜を出す人、着物を出す人、土地を出す人、
みんなから、集まったものを村のものとし、
本当に困っている人から、助けていく仕組みを作る。

慈悲無盡講（じひむじんこう）
困窮の村民を救うため、村内有志と計画し銭穀を募集し、共同共済の実を
あげようとしたもの。

哲学
天と地 学問が、人々の生き方に
役に立たないのは意味がない。
この考え方は、行基の考え方で、
行基の功績が国東にも多々あると聞いている。
僧侶による土木事業の先駆け、
行基は東大寺の大仏造営を行った。

出典：http://kankodori.net/japaneseculture/treasure/068/

富貴寺(大分県豊後高田市)

大堂の屋根に「行基葺き」が使われている
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このように仕事をしていくと

土木こそ、最高にやり甲斐ある仕事に

なるのでは…
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環境省と『地球の仕組み』を研究している機関

環境省と『地理・地学・環境』を研究している機関

環境省と『土木と文明』を研究している機関

環境省と
『自然と人間の関係の地理学』を研究している機関

土

木



第4章「水辺に生きる人間と自然の共役史」
《立命館大学 神松幸弘先生》

安田喜憲・高橋学 編

…土木 はこのような研究機関と連携 していくと

未来 がつくれるのでは。

私たちは複雑な人間と自然環境の連鎖を解明せねばならず、

その上で、因果の仕組みを人々へ伝え、行動を促せねば

問題は解決できない
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これが 自然のしくみ で、持続可能な繁栄 につながるのでは！

東京の山手線
大阪の環状線

くるくる循環している
起点と終点がない

《北九州の都市高速・電車を見たときの気づき》

大気の流れ、海流の流れの詳しさは知らないが…

これは会社でも人でも同じ。

上の人が下に降りてこない限り 持続可能 にはならない。
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クロソイドカーブ
A2=L(距離)×R(半径) <広く×浅く>・<狭く×深く>

ケプラーの法則
第1法則（楕円軌道の法則）＝中心を二点持つ

【自分の円】と【この業界で働く人たちの円】
第2法則（面積速度一定の法則）＝能力面積は同じ
第3法則（調和の法則）＝能力体積は一定

相対性理論
視点を変えると、立場を変えると、自分が思っている
正しさが変わってくる。
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昔…ここに自然堤防があった

ここに河道があった

この山は…こんな働きがある

私たちに吹く風を受け止めてくれている

私たちに鉄を流してくれている
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志ある人たちがここで、寺小屋をやっていく。

三浦梅園の哲学、清虚僧侶の行動学を実践していく。

ここの設計・施工は、志ある人たち でやってみる。

茶室を囲み

水田・畑・小川・寺小屋・宇宙観測…
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清虚菩薩像（国見）

国見権現崎航空写真モデル
（南西より）

国東にある像と門司港にある像。

1836年、大分県国見町出身の僧侶である清虚は、舟で高野山へ

修道へ向かう途中、暗礁が多く難所であったこの地の人々を

助けようと、修行を志半ばにして下船した。

その後74歳でこの世を去るまで、風雨の日も、嵐の夜もこの地で

火を焚き続け、お経を唱えながら海の安全を願っていたという。

せ い き ょ

清虚菩薩像（門司港）
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小さい土建屋さんと環境省が合体できると、

小さい土建屋さんのやるべき仕事がみえてくる。
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自然のしくみを活かした土木

『一つひとつの山の存在価値』
を研究している機関

小さい土建屋さん

一つの山の役割

一つの川の役割

港湾の役割

山の役割に

導けるような設計

やるべき仕事



土木で働く優秀な人たちが、小さい土建屋さんに

降りていき、現場の末端で働く人たちのために、

能力を使って戴けたら有難いです。

良い考えで、良い行動をして、

日本国土を創っていくのが 土木 と思っています。
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九州工業大学大学院での講義『環境保全と生態工学』(担当：伊東啓太郎 教授)にて
出会いました出光名誉教授より、土木においていかに考え方が大切であるかを
ご教授いただきましたので、ここに紹介させていただきます。

出典：出光隆先生『行基と野中兼山の土木事業－民意形成の重要性－』より

土木事業における合意形成 の重要性について

行基
668年~749年

野中兼山
1615年~1663年

他利行の土木 朱子学(儒教)による土木

☑ 救済施設、交通施設、灌漑施設を
建設した。

☑ 五泊の制を定めた。
☑ 大仏造営の勧進聖となる。行基

集団を率いて大仏造営に協力。

業
績

☑ 土佐藩中の河川に堰、灌漑水路を
建設、内陸水路網を完成させた。
→藩の石高増大。

☑ 漁業振興、大阪との通商を図る
航路を開発した。

大僧正の位を受け※1、没後も行基
菩薩として人々から崇拝された。
※1 行基自身は大僧正と呼ばれることを

望まなかった。

評
価

失政を問われ家老職を罷免され、
直後に病没。一族は男系が絶える
まで幽閉された。

常に、仏教の利他行※2の一環として行われたから、

民衆との「合意形成」は十分になされていた 。

後世に受け継がれていく「先見性」も併持していた。

※2 寺外で衆生を助けるために実践する行

分
析

自然現象を深く理解した上での卓抜な技術思想に基

いた業績であったが、藩の繁栄のみを目的とした
改革であったため、民衆は支持せず。
「先見性」はあったが、実践を急ぎすぎたため、

民衆との「合意形成」が欠如していた。
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大分・国東にお越しのときは、

三浦梅園資料館へも

ぜひお立ち寄りください。
（館内で映画上映されています）

本 社：大分市大字横尾3617番2

福岡事務所：福岡県那珂川市上梶原715-2

国東事務所：国東市安岐町中園100 安岐支所2階

ひびきの事務所：北九州市若松区ひびきの2-1

産学連携センターT-415/T-416号室

出典：大分県観光情報公式サイト
https://www.visit-oita.jp/spots/detail/4710

出典：出光隆先生『行基と野中兼山の土木事業－民意形成の重要性－』より
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